
滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 業 簿 記   担当 元 税 理 士 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）  32 時間（2単位） 

授業形態（○） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

農 業 簿 記 記 帳 の 基 本 を 習 得 す る 。  

・ 農 業 簿 記 の 基 礎  

農 業 簿 記 の 演 習  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

第 １ 回  農 業 簿 記 に つ い て  

第２回 記 帳 の 演 習  

第3回  記 帳 の 演 習  

第 4回  記 帳 の 演 習  

第5回  記 帳 の 演 習  

第6回  記 帳 の 演 習  

第 7回  記 帳 の 演 習  

第 8回  記 帳 の 演 習  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

農 業 簿 記 検 定 教 科 書  大 原 出 版  

講 師 自 作 演 習 問 題  

 

 到達目標  

○ 農 業 簿 記 記 帳 方 法 に 沿 っ た 記 帳 が で き る 。  
 
 

 

評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、 講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 筆 記 試 験 の 成 績
の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0点 法 に よ り
、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評 価 5 0点 以
上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。 成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合 格 と な
っ た 科 目 に つ い て 、 本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。 追 試 験 は 原 則
１ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 産 物 流 通   担当  県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   １６時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

流 通 の 現 場 を 研 修 し 、 農 産 物 流 通 の 実 際 を 学 ぶ  

食 糧 (米 )流 通 の 現 場 と 、 青 果 物 の 市 場 、 市 場 外 流 通 の 現 状 を 学 ぶ  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 「米流通の現状」精米工場見学、食の安心、安全な取組。  

 第２回（4時間） 「青果物流通の現状」青果物の市場流通システム見学。 

 第３回（4時間） 「市場外流通の現状」青果物の直売所などの流通システム見学  

 第４回（4時間） 流通の仕組み、機能・役割と流通に係る問題と対応策についての講義。 

第５回（4時間）  

第６回（4時間）  

第７回（4時間）  

第８回（4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

  

食 料 ・ 農 産 物 流 通 論  

 

 到達目標  

 

 見 学 を 通 じ て 、 農 産 物 の 流 通 実 態 と 、 食 品 加 工 の 実 際 を 知 る 。  

流 通 の 仕 組 み と 機 能 ・ 役 割 に つ い て 知 る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 産 物 マ ー ケ テ ィ ン グ   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   １６ 時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

マ ー ケ テ ィ ン グ の 手 法 、ブ ラ ン ド 化 に 必 要 な 商 品 コ ン セ プ ト 、ブ ラ ン デ ィ ン

グ ま で の 流 れ を 学 ぶ 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） マ ー ケ テ ィ ン グ の 目 的 と ポ イ ン ト 、 具 体 的 な 手 法 等  

 第２回（4時間） 産 地 を 取 り 巻 く 環 境 と 消 費 者 動 向 の 把 握  

 第３回（4時間） 商 品 コ ン セ プ ト の 作 り 方  

 第４回（4時間） ブ ラ ン ド の 強 み 、 目 線 の 置 き 方 、 伝 え 方 、 タ ー ゲ ッ ト 等  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

 

 

 到達目標  

農 業 経 営 に 必 要 な マ ー ケ テ ィ ン グ 手 法 、 ブ ラ ン ド 化 の 知 識 の 理 解 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 業 技 術 概 論 Ⅰ   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）    16時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

稲 ・ 麦 ・ 大 豆 生 産 技 術 の 概 要  

本 県 の 土 地 利 用 型 経 営 の 特 徴  

野 菜 栽 培 に 関 す る 基 本 的 な 作 業 名 や 作 業 の 目 的 に つ い て 。  

少 量 土 壌 培 地 耕 の 構 造 や 特 徴 に つ い て 。  

滋 賀 県 の 野 菜 生 産 の 現 状 に つ い て 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

第１回（4時間） 野 菜 栽 培 管 理 用 語 に つ い て 、 少 量 土 壌 培 地 耕 に つ い て  

第２回（4時間） 施 設 栽 培 と 露 地 栽 培 に つ い て 、 滋 賀 県 の 野 菜 生 産 に つ い て  

第３回（4時間） 滋 賀 県 農 業 の 特 徴 、 本 県 稲 作 （ 土 地 利 用 型 農 家 ） の 取 り 組

み 農 業 の 始 ま り 、 作物の分類、農大での取組 

第４回（4時間） お米の品種、稲作農家の 1年 (稲、麦、大豆 )、  土地利用型経営の特徴

（園芸品目との比較） 

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自 作 資 料 ： 野 菜 栽 培 に 関 す る 用 語 解 説 、 野 菜 の 分 類 、 少 量 土 壌 培 地 耕 に つ

い て 、 野 菜 生 産 出 荷 統 計 、 近 江 の 野 菜 生 産 振 興 指 針 等  

滋 賀 の 農 林 水 産 業  

自 作 資 料 ： 稲 作 農 家 の １ 年  
 

 到達目標  

野 菜 栽 培 に 関 す る 基 本 的 な 用 語 や 野 菜 の 分 類 を 理 解 す る 。  
滋 賀 県 開 発 の 野 菜 の 少 量 土 壌 培 地 耕 に つ い て 、 シ ス テ ム の 構 造 や 特 徴 を 習
得 す る 。  
滋 賀 県 の 野 菜 生 産 や 野 菜 振 興 策 に つ い て 知 る 。 稲 ・ 麦 ・ 大 豆 生 産 技 術 の 概
要 が 理 解 で き て い る 。  
本 県 の 土 地 利 用 型 経 営 の 特 徴 が 理 解 で き て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況    
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、 講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ
ー ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1
0 0点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成
績 評 価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。 成 績 評 価 が 5 0点 未 満
で 不 合 格 と な っ た 科 目 に つ い て 、 本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。
追 試 験 は 原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 業 技 術 概 論 Ⅱ  

(花 ・ 果 樹 )  

 担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  

 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   16時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

花 き 栽 培 に 関 す る 基 本 的 な 作 業 名 や 作 業 の 目 的 に つ い て 。  

果樹生産技術の概要 

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（2時間） 果 物 の 雑 学 ・ 豆 知 識  

 第２回（2時間） 花 き の 雑 学 ・ 豆 知 識  

 第３回（2時間） 花 ・ 果 樹 研 究 部 に お け る 最 新 研 究 の 現 状  

 第４回（2時間） 花 ・ 果 樹 研 究 部 に お け る 最 新 研 究 の 現 状  

 第 5回（ 2時間）  全 国 に お け る 滋 賀 県 果 樹 農 業 の 現 状 ・ 特 徴  

 第 6回（ 2時間）  全 国 に お け る 滋 賀 県 花 き 農 業 の 現 状 ・ 特 徴  

 第 7回（ 2時間）  滋 賀 県 果 樹 農 業 に お け る 各 品 目 の 現 状 ・ 特 徴  

 第 8回（ 2時間）  滋 賀 県 花 き 農 業 に お け る 各 品 目 の 現 状 ・ 特 徴  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自 作 資 料  

 

 到達目標  

花き・果樹栽培への関心を高めつつ、本県花き・果樹農業の現状および課題、今後の展

開方向について理解を深める。 

また、本県開発されたイチジクのポット栽培やナシの低樹高栽培、ブドウの改良仕立て

等の概要について理解を深める。 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況  ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 業 機 械 （ 学 科 ）   担当 県 大 職 員  実 務 経 験 有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）    16時間（1単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習    見学   実技 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 
１．農業 機械と 農作業 －意義と 役割  ２．エ ンジンの 基礎知 識   ３．トラ クタの 構造と 機能  
４．主要 農業機 械の構 造と機能   

５．整備 と安全 作業  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 耕 う ん 整 地 用 機 械 の 構 造 と 作 業 方 法  

 第２回（4時間） 稲 作 用 機 械 の 構 造 と 作 業 方 法  

 第３回（4時間） 稲 作 用 機 械 の 構 造 と 作 業 方 法 、 乾 燥 調 製 施 設 の 構 造  

 第４回（4時間） 農 作 業 安 全 、 畑 作 用 機 械 の 構 造 と 作 業 方 法  

第５回（4時間）  

第６回（4時間）  

第７回（4時間）  

第８回（4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

・ 「 新 版  農 業 機 械 の 構 造 と 利 用 」 藍 房 和 他 著  

・ そ の 他 持 込 み 資 料   

 

 到達目標  

・ 農 業 生 産 や 農 業 経 営 な ど で 必 要 と な る 知 識 の 一 環 と し て 水 稲 、 麦 、 大 豆 作
に 代 表 さ れ る 生 産 に お い て 、主 と し て 利 用 さ れ る 農 業 機 械 や 施 設 の 概 要 に
つ い て 理 解 す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 業 機 械 （ 実 技 ）   担当 農 大 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）    32時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

農 業 機 械 の 役 割 と 利 用 を 学 習 し 、基 本 的 な 機 械 の 種 類 と 使 用 方 法 を 理 解 さ せ

る 。  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 農 業 機 械 の 利 用 と 種 類 及 び 農 業 機 械 に よ る 事 故 と 安 全 な 作

業  

 第２回（4時間） ﾄ ﾗ ｸ ﾀの 基 本 構 造 の 理 解 と 運 転 方 法 （ 大 特 免 許 取 得 に 向 け て ） 

 第３回（4時間） ﾄ ﾗ ｸ ﾀの 点 検 ・ 整 備 、 工 具 の 種 類 と 扱 い 方  

 第４回（4時間） ﾄ ﾗ ｸ ﾀの 安 全 な 作 業 方 法 、 燃 料 と 潤 滑 油 、 タ イ ヤ の 構 造  

第５回（4時間） 内 燃 機 関 全 般 の 構 造 、 電 動 機 の 構 造 、 溶 接 の 方 法  

第６回（4時間） ﾄ ﾗ ｸ ﾀ作 業 機 の 種 類 と そ の 操 作 に つ い て  

第７回（4時間） ト ラ ク タ 研 修  

第８回（4時間） 牽 引 研 修  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

農 文 協 「 農 業 機 械 の 構 造 と 利 用 」  

 

 到達目標  

・ 大 特 農 耕 用 免 許 取 得 及 び け ん 引 免 許 取 得 を 目 指 し 、基 本 操 作 取 得 を 目 指 す
斗 と も に 、 安 全 に ﾄ ﾗ ｸ ﾀ作 業 が で き る よ う ﾄ ﾗ ｸ ﾀ構 造 を 理 解 を 目 指 す 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

● 記 述 テ ス ト  ● 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
● 授 業 ・ 見 学 研 修 態 度  

 

 評価基準 

教 科 書 の 内 容 を 理 解 度 と 農 作 業 の 安 全 等 に つ い て の Ｄ Ｖ Ｄ よ る 学 習 理 解
度 を 試 験 で 判 断 し 、 ﾔ ﾝ ﾏ ｰ ﾐ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾑ見 学 の 感 想 文 を 提 出 さ せ 、 出 席 も 判 断 材 料
に 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 土 壌 肥 料   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）    16時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

 １ ． 土 壌 の 性 質 と 作 物   

２ ． 農 地 土 壌 の 特 徴 と そ の 管 理   

３ ． 土 壌 の 保 全 と 土 壌 診 断     
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 土 壌 の 性 質 と 作 物 他  

 第２回（4時間） 土 壌 中 の 有 機 物 の 役 割 他  

 第３回（4時間） 農 地 土 壌 の 特 徴 と そ の 管 理 他  

 第４回（4時間） 土 壌 の 保 全 と 土 壌 診 断 他  

第５回（4時間）  

第６回（4時間）  

第７回（4時間）  

第８回（4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

○ 土 壌 の 基 礎 知 識  

 

 

 到達目標  

○ 土 壌 の 性 質 や 土 壌 中 の 有 機 物 の 役 割 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い
て い る 。  
 ○ 農 地 土 壌 の 特 徴 や 管 理 に つ い て 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。  
 ○ 土 壌 の 保 全 や 土 壌 診 断 に つ い て の 基 礎 的 な 知 識 が 身 に つ い て い る 。   

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 薬 概 論   担当 大 学 教 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   16時間（1単位）  

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

１ ． 農 薬 を 理 解 す る た め の 化 学 知 識 の 習 得  

２ ． 農 薬 お よ び そ の 使 用 に 関 す る 基 礎 知 識 の 習 得  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（2時間） 農薬とは，農薬の安全性（１） 

 第２回（2時間） 農薬とは，農薬の安全性（２） 

 第３回（2時間） 農薬の発達と変遷，農業生産における農薬の役割（１） 

 第４回（2時間） 農薬の発達と変遷，農業生産における農薬の役割（２） 

第５回（2時間） 農業用殺菌剤の種類と概要（１） 

第６回（2時間） 農業用殺菌剤の種類と概要（２） 

第７回（2時間） 殺虫剤，除草剤，植物生育調節剤の種類と概要（１） 

第８回（2時間） 殺虫剤，除草剤，植物生育調節剤の種類と概要（２） 

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

○ 毎 回 プリントを配付する。参考図書も講義の中で適宜紹介する。  

 

 到達目標  

○ 農 薬 の 定 義 ， 農 薬 の 安 全 性 に つ い て 理 解 す る こ と が で き る  

○ 農薬の発達と変遷，農業生産における農薬の役割について理解するこ と が で き る  

○ 農 業 用 殺 菌 剤 の 種 類 と 特 性 に つ い て 理 解 す る こ と が で き る  

○ 殺虫剤，除草剤，植物生育調節剤の種類と特性について理 解 す る こ と が で き る  
 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は ，講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら ，評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か ， 出 席 日 数 ， 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り ， 5 0点 以 上 を 合 格 と し ， 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お ， 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て ，本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し ， 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス 
 講座名 ６次産業化農業  担当 大学教員 実務経験 有 

 

 科目の種別  共通  対象学生   ２年 

 学期 後期 時間数（単位数）    32時間（2単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習    

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

１第６次産業化の意義 ２直売経営の特徴 ３農産加工の実際・製造現場  

４ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ(消費者ﾆｰｽﾞの把握、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞと ﾃﾞｻﾞｲﾝ) 

５加工・直売上の注意事項(表示､生産管理工程等) ６事例研修および講演 7視察 
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 6次産業化の意義（先駆的農業経営＝攻めの農業） ケースメソッド 

 第２回（4時間） 農産物流通とﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ（これからの農業経営） ケースメソッド 

 第３回（4時間） 加工品開発の実際（品質管理・衛生管理等） 先駆的経営者に学ぶ 

 第４回（4時間） グ ル ー プ ワ ー ク（ 6次 産 業化 事 業 計 画 の 検 討 策 定 ） プ ロ セ ス の 理 解 販 売 と 生 産 の バ ラ ン

ス 事 業 計 画 の 発 表 と 診 断 （ 実 現 可 能 性 ・ 組 織 体 制 ） お も て な し の 精 神  

第５回（8時間） 視察  

第６回（8時間） 視察 

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自作資料：「攻めの農業の推進者たれ！」「農産物流通とマーケティング」 

     「総合化事例から学ぶ」「農業経営の多角化」「総合化事業計画作成演習」 

     「アグリビジネスとおもてなし」 

 

 到達目標  

座学・ケースメソッド・グループワーク（PBL手法）を通じて多様な考え方を修得し、 
事業計画演習によりマーケティングプロセスを理解することで、実際の農業経営に反映で
きる。 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○記述テスト ○出欠状況 ○授業態度 

 

 評価基準 

本講座は、講義を主とする科目であることから、評価は筆記試験やレポート等の成績
のほか、出席日数、受講態度を考慮して総合的に評価する。100点法により、50点以上を
合格とし、50点未満を不合格とする。なお、成績評価50点以上の科目についてその単位を
認定する。成績評価が50点未満で不合格となった科目について、本人からの願い出により
追試験を行う。追試験は原則１回とし、追試験による合格の評価は可とする。 

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 特 殊 技 術 学 習   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）     16時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義  演習  実験  実習  見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

1 .基 礎 化 学 の 習 得  

2 .危 険 物 取 扱 者 (乙 種 4類 )資 格 取 得 に 必 要 な 知 識 の 習 得  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 物 理 学 と 科 学 の 基 礎 知 識 の 習 得 、 小 テ ス ト  

 第２回（4時間） 危 険 物 の 性 質 な ら び に そ の 火 災 予 防 、 小 テ ス ト  

 第３回（4時間） 危 険 物 に 関 す る 法 令 、 小 テ ス ト  

 第４回（4時間） 模 擬 試 験  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

乙 種 第 4類 危 険 物 取 扱 者 合 格 テ キ ス ト ＆ 問 題 集 （ 高 橋 書 店 ）  

 

 到達目標  

○ 基 礎 的 な 化 学 の 知 識 が 習 得 で き て い る  
○ 危 険 物 取 扱 者 (乙 種 4類 )資 格 取 得 に 必 要 な 知 識 の 習 得 が で き て い る  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 出 欠 状 況   ○ 授 業 態 度   ○ 模 擬 試 験  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 模 擬 試 験 等 の 成 績
の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 労 働 衛 生   担当 理 学 療 法 士  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）    16時間（1単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習    見学   実技 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

 １ ． 農 業 労 働 の 特 徴  ２ ． 農 作 業 安 全 と 作 業 環 境 の 改 善   

３ ． 労 働 設 計 の 樹 立  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 労 働 に お け る け が ・ 疲 れ  

 第２回（4時間） 熱 中 症 、 労 働 で の 身 体 負 担  

 第３回（4時間） 腰 痛 ・ 肩 こ り 、 振 動 、 騒 音  

 第４回（4時間） 労 働 安 全 実 地 実 習 （ 生 産 農 家 ）  

第５回（4時間）  

第６回（4時間）  

第７回（4時間）  

第８回（4時間）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自 作 教 材 ・ 自 作 資 料  

 

 到達目標  

労 働 衛 生 に つ い て 理 解 を 深 め る と と も に 、安 全 衛 生 の 基 本 的 な 事 柄 を 自 分 で
説 明 で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 環 境 と 農 業   担当 大 学 教 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）    ３２時間（2単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

１ ． 食 の 安 全 と 農 業     ２ ． 資 源 循 環 型 農 業 の あ り 方 と 展 開 方 向  

３ ． 滋 賀 県 の 環 境 と 農 業 技 術 （ 環 境 こ だ わ り 農 業 ）  

４ ． 総 合 的 病 害 虫 管 理 技 術  ５ ． 有 機 農 業 の 技 術 と 認 証  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） Ⅰ ． 地 球 温 暖 化 に つ い て   

 第２回（4時間） Ⅱ ． 農 業 に よ る 環 境 汚 染  Ⅱ -１ ． 食 の 安 全 と 農 業 食 料 自 給

率 の 現 状  

 第３回（4時間） Ⅱ -２ 農 業 生 産 に よ る 環 境 汚 染（ 1）資 源 循 環 型 農 業 の あ り 方  

 第４回（4時間） Ⅱ -２ ． 農 業 生 産 に よ る 環 境 汚 染 （ 2）  

第５回（4時間） Ⅲ ． 農 業 か ら の 環 境 保 全 方 策  Ⅲ -１ ． 環 境 保 全 へ の 指 針  

第６回（4時間） Ⅲ -２ ． 農 業 生 産 現 場 で の 環 境 保 全  滋 賀 県 の 環 境 と 農 業 技

術 （ 環 境 こ だ わ り 農 業 ）  

第７回（4時間） Ⅲ -３ ． 農 業 に よ る 地 域 の 活 性 化  

第８回（4時間） Ⅲ -４ ． 獣 害 問 題 の 現 状 と 対 策  総 合 的 病 害 虫 管 理 技 術    

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

講 義 の 中 で プ リ ン ト を 配 布 す る 。  

 

 到達目標  

地 球 温 暖 化 （ 気 候 変 動 ） に 対 す る 理 解 を 深 め る と と も に 、 地 球 温 暖 化 と 農 業  
と の 関 係 、農 業 が 環 境 汚 染 の 加 害 者 と 被 害 者 の 両 面 を 有 し て い る こ と を 理 解
し な が ら 、農 業 が 環 境 保 全 に 貢 献 す る 産 業 と な る た め の 環 境 保 全 指 針 に つ い
て 理 解 と 知 識 を 深 め る こ と を 目 標 と す る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 情 報 処 理 Ⅱ   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   １６時間（１単位） 

授業形態（○記入

） 

講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

１ .デ ー タ 整 理 と 図 表 作 成  

２ .プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 ソ フ ト の 利 用 技 術  

３ .情 報 リ テ ラ シ ー に つ い て  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） デ ー タ 収 集 と 活 用 （ 表 ・ グ ラ フ の 作 成 ）  

 第２回（4時間） デ ー タ 収 集 と 活 用 （ 表 計 算 の 利 用 ）  

 第３回（4時間） 効 果 的 な プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 実 践  

 第４回（4時間） 情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自 作 資 料 ① 表 ・ グ ラ フ を 活 用 し た レ ポ ー ト の 作 成 、 ② ２ 軸 の グ ラ フ 作 成 、

③ 統 計 ・ 論 理 関 数 を 活 用 し た デ ー タ 整 理 、 ④ プ ロ ジ ェ ク ト ス ラ イ ド 様 式 作

成  

使 用 資 料  総 務 省 I C Tメ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 教 材  
 

 到達目標  

 
①  表 ・ グ ラ フ を 活 用 し た レ ポ ー ト が 作 成 で き る 。  
②  生 育 デ ー タ 等 の 集 計 に 表 計 算 ソ フ ト （ 関 数 等 ） が 活 用 で き る 。  
③  プ レ ゼ ン ソ フ ト に よ っ て 、 見 や す い 発 表 用 ス ラ イ ド が 作 成 で き る 。  
④  情 報 リ テ ラ シ ー に つ い て 理 解 し て い る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容   ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、 演 習 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 提 出 物 、 レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績
評 価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。 成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で
不 合 格 と な っ た 科 目 に つ い て 、 本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。 追
試 験 は 原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 気 象 と 農 業 災 害   担当 元 高 校 教 員 （ 農 業 ）  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   １６時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

○ 気 象 概 論 と 滋 賀 の 気 象  ○ 気 象 災 害 と 対 策  

○ 気 象 情 報 の 入 手 と 活 用  ○ 獣 害 対 策  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） 気 象 概 論 と 滋 賀 の 気 象  

 第２回（4時間） 彦 根 地 方 気 象 台 見 学 研 修  

 第３回（4時間） 獣 害 対 策 現 地 研 修  

 第４回（4時間） 気 象 災 害 と 対 策 、 気 象 情 報 の 入 手 と 活 用  

 

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

 気 象 庁 の 気 象 ・ 気 象 災 害 の 資 料 、 自 主 教 材  等  

 

 到達目標  

滋 賀 県 の 気 象 の 特 徴 を 把 握 し 、農 業 に お け る 気 象 災 害 を 予 見 す る と と も に
必 要 な 対 策 を 講 じ る こ と が で き る 。ま た 、獣 害 を 防 ぐ 方 法 に つ い て 基 本 的 な
知 識 を 身 に つ け る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容 （ 現 地 研 修 ﾚ ﾎ ﾟ - ﾄ）  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 ス マ ー ト 農 業   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   16時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

農 業 就 業 人 口 の 減 少 や 農 作 業 従 事 者 の 高 齢 化 に 伴 い 、農 業 の 超 省 力 化 や 高 品

質 な 農 産 物 の 安 定 生 産 等 が 求 め ら れ て い る 。そ こ で 、そ れ ら を 可 能 に す る 農

業 分 野 で の 新 た な 技 術 と し て 近 年 注 目 さ れ る 、農 業 で の ド ロ ー ン の 活 用 、ク

ラ ウ ド 型 農 業 管 理 シ ス テ ム 、環 境 制 御 ハ ウ ス や 自 動 運 転 ト ラ ク タ ー と い っ た

ス マ ー ト 農 業 に つ い て の 理 解 を 深 め る 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） ス マ ー ト 農 業 に つ い て （ 座 学 ）  

 第２回（4時間） I C T施 設 の 環 境 制 御 に つ い て （ 演 習 ）  

 第３回（4時間） ク ラ ウ ド 型 農 業 管 理 シ ス テ ム （ 栽 培 ナ ビ ） に つ い て （ 演 習 ） 

 第４回（4時間） 農 業 機 械 に よ る 先 端 技 術 活 用 事 例 に つ い て （ 見 学 ）  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

図 解 で よ く わ か る ス マ ー ト 農 業 の 基 本 （ 誠 文 堂 新 光 社 ）  

農 機 メ ー カ ー 商 品 カ タ ロ グ  等  

 

 到達目標  

各 専 攻 の 分 野 で の 先 端 技 術 の 見 学 や 演 習 を 通 じ 、省 力 化 や 高 品 質 化 に 向 け た
取 組 へ の 理 解 が 深 ま る 。  
 

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容   ○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 産 物 生 産 管 理 ( G A P )   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有  無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）     時間（１単位） 

授業形態（○記入

） 

講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

G A P演 習 （ 作 業 行 程 確 認 、 リ ス ク 評 価 、 改 善 策 検 討 、 手 順 書 作 成 な ど ）    

先 進 農 家 の 取 り 組 み 事 例 の 見 学  

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

第１回（4時間） Ｇ Ａ Ｐ 認 証 の 仕 組 み  

メ ロ ン の リ ス ク 評 価 の 説 明 と 深 化 に 向 け た 演 習  

第２回（4時間） 各 専 攻 の 生 産 改 善 の た め の 演 習  

①  現 状 把 握 (作 業 行 程 確 認 、 リ ス ク 評 価 )  

②  改 善 策 の 検 討 、 手 順 書 等 の 作 成 、 改 善 の 実 施  

第３回（4時間） 各 専 攻 の 生 産 改 善 の た め の 演 習  

①  改 善 策 の ま と め 、 発 表 準 備  

②  発 表 と 評 価  

第４回（4時間） 先 進 的 な 取 り 組 み 生 産 者 の 見 学 ： 浅 小 井 農 園 等  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自 作 資 料 ： Ｇ Ａ Ｐ 認 証 の 仕 組 み 、 メ ロ ン の リ ス ク 評 価 ワ ー ク シ ー ト  な ど  

    

 到達目標  

講 義 ・ 演 習 を 通 じ て Ｇ Ａ Ｐ 認 証 の 仕 組 み を 身 に つ い て い る 。  
リ ス ク 評 価 を 通 じ 、 リ ス ク 対 策 へ の 取 り 組 み 意 識 が 身 に つ い て い る 。  
G A P認 証 の 継 続 取 得 に む け た 準 備 が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、 講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ
ー ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1
0 0点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成
績 評 価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。 成 績 評 価 が 5 0点 未 満
で 不 合 格 と な っ た 科 目 に つ い て 、 本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。
追 試 験 は 原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 複 合 経 営 ・ 多 角 経 営   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   １６時間（１単位） 

授業形態（○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 
１．土地利用型（水田）農業の成り立ちおよび経営の発展 
２．複合経営・多角経営の取り組み状況 
３．複合化の技術(省力稲作、少量土壌培地耕、ﾎﾟｯﾄ栽培等） 

 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回（4時間） １  土地利用型（水田）農業の成り立ちおよび経営発展の方向性 

  圃場整備、転作の経過、稲 作 経 営 の 発 展  

 第２回（4時間） １  経 営 の 複 合 化 と 多 角 化 （ 定 義 ）  

２  県 内 農 家 の 取 り 組 み 状 況 、 複 合 化 お よ び 多 角 化 （ 直 売 、

契 約 、 観 光 、 加 工 、 輸 出 ） の 現 状  

 第３回（4時間） １ 複合経営で取り組まれる技術について  
・省力稲作・少量土壌耕・プランター栽培・果樹のポット栽培  

２ 施設園芸の基礎（溶液栽培の仕組み、ビニールハウスの構造） 

 第４回（4時間） 効 率 化 ・ 複 合 化 ・ 多 角 化 に 向 け た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 経 営 体

（ 法 人 ） の 経 営 計 画 検 討  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

滋 賀 の 農 林 水 産 業  抜 粋  

 

 到達目標  

複 合 経 営 ・ 多 角 経 営 の 現 状 が 理 解 で き て い る 。  
日 本 の 農 業 の 成 り 立 ち が 理 解 で き て い る 。  
複 合 経 営 の 効 率 化 ・ 複 合 化 ・ 多 角 化 に 向 け た 経 営 計 画 検 討 が で き る 。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 記 述 テ ス ト  ○ 出 欠 状 況   ○ 提 出 物 の 有 無 と 内 容  
○ 授 業 態 度  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、講 義 を 主 と す る 科 目 で あ る こ と か ら 、評 価 は 筆 記 試 験 や レ ポ ー
ト 等 の 成 績 の ほ か 、 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮 し て 総 合 的 に 評 価 す る 。 1 0 0
点 法 に よ り 、 5 0点 以 上 を 合 格 と し 、 5 0点 未 満 を 不 合 格 と す る 。 な お 、 成 績 評
価 5 0点 以 上 の 科 目 に つ い て そ の 単 位 を 認 定 す る 。成 績 評 価 が 5 0点 未 満 で 不 合
格 と な っ た 科 目 に つ い て 、本 人 か ら の 願 い 出 に よ り 追 試 験 を 行 う 。追 試 験 は
原 則 １ 回 と し 、 追 試 験 に よ る 合 格 の 評 価 は 可 と す る 。  

 



滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名 農 業 機 械 実 習   担当 県 農 業 技 術 職 員  実 務 経 験  有   無  
 

 科目の種別  教養 共通 専攻  対象学生   １年 ２年 就農 

 学期 前期 後期 時間数（単位数）   32時間（１単位） 

授業形態(○記入） 講義   演習   実験   実習   見学 

 

 科目内容（教育研修計画より転記も可） 

主 要 な 農 業 機 械 に つ い て 基 本 操 作 の 手 法 を 学 ぶ 。  

＊ 第 １ ～ ３ 回 は 前 期 、 第 ４ 回 は 後 期 に 実 施 す る 。  

 専 攻 ご と に 実 施 す る 。  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容） 

 第１回(8時間） 小 型 特 殊 自 動 車 （ 運 搬 車 ） の 構 造 、 安 全 な 運 転 方 法  

 第２回(8時間） 刈 り 払 い 機 の 構 造 、 安 全 な 除 草 方 法  

 第３回(8時間） 防 除 機 、 動 力 散 布 機 、 管 理 機 の 構 造 、 安 全 な 操 作 方 法  

 第４回(8時間） ト ラ ク タ へ の 作 業 機 の 着 脱 、 ト ラ ク タ に よ る 安 全 な 耕 起 作

業  

  

  

  

  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入 

自 作 資 料  

各 機 械 取 扱 説 明 書  他  

 

 到達目標  

農 作 業 に 必 要 な 農 機 具 の 操 作 方 法 の 習 得  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠） 

○ 授 業 態 度  〇 出 席 日 数  

 

 評価基準 

本 講 座 は 、 実 習 科 目 で あ る こ と か ら 、 評 価 は 出 席 日 数 、 受 講 態 度 を 考 慮
し て 総 合 的 に 評 価 す る 。  

 
 
 

 


